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■仲井眞前知事の岩礁破砕許可は 3 月末

で期限が切れた。4/5 翁長知事は岩礁破砕

許可の再申請を求め行政指導。4/6 防衛局

は「岩礁破砕許可は不要」と拒否しボー

リング調査を続行、今月下旬には埋立て

工事の第一段階となる護岸建設工事に着

手する構えを見せている。県は護岸の基

礎となる大型ブロックなどが海底に投下

され次第、差止め訴訟を提起、合わせて

仮処分も申請する見込みだ。3/25 のゲー

ト前集会に初めて登壇した翁長知事は、

埋立て承認「撤回」を明言。辺野古新基

地建設を阻止する闘いは重要な局面を迎

えた。■防衛局が岩礁破砕許可を不要と

するのは、本年１月に名護漁協が「臨時

制限区域内」の漁業権を放棄したことを

根拠としている。農水省も水産庁長官名

でこれを追認した。しかしこれは従来の

農水省見解とも矛盾する。「漁協の漁業

権放棄は私権としての権利放棄に過ぎ

ず、公法としての漁業法が定める漁業権

の変更は都道府県知事の変更免許が必

要」というのが専門家の意見だ（3/16 琉

球新報）。実際、辺野古同様に漁業権放棄

された海域の那覇空港滑走路をめぐって

は工事を進める沖縄総合事務局が県と同

様の見解を示し知事に許可申請してい

る。法の抜け道を探し解釈を捻じ曲げて

でも何が何でも辺野古新基地建設に固執

する政府・防衛省の頑迷な姿勢は一貫し

ている。防衛局は違法工事を止めよ！■

3/18 山城博治さんが長期勾留生活から解

放された。3/8 にも 1人解放され残るは１

人だけとなった。この間の早期釈放署名、

拘置所内外での持続的な抗議行動、国内

外の識者、国際人権団体の声明などの取

り組みの成果だ。それにしても治安維持

法下の予防拘禁をも想起させる異常な長

期勾留。保釈後も容疑とされた「事件関

係者」との接触禁止。人権無視も甚だし

い。3/21 に共謀罪法案が閣議決定され強

行上程されたが、まさに辺野古・高江の

弾圧体制は、共謀罪の先取りだ。4/6 には

辺野古で 2 人、普天間で 1 人が不当逮捕

された。■沖縄差別政策を推し進める安

倍政権の支持率は、森友・防衛省日報隠

し・福島被災者切り捨て問題等々で低下

傾向にあるが、それでも 50％程度に高止

まり。東京 MX局の沖縄ヘイト番組に象徴

されるように、「本土」メディアの沖縄報

道のあり方も大いに関係している。5/23

講演集会へ！■辺野古現地座込み闘争

へ！6/10(土)午後の国会包囲行動へ！ 
■辺野古･高江カンパは、2,214,055 円

(4 月 8 日現在）。引続きカンパを！ 

郵振 00210-0-2021 沖縄連続講座 

 「本土」メディアの沖縄報道を問う～5.23 横浜講演集会へ 
5 月 23 日(火)18 時半から 

講演の他に、辺野古の座込み参加報告、映像上映も予定。 

■講師：金平 茂紀 さん 

（ジャーナリスト、TBS「報道特集」キャスター） 

■会場：横浜市開港記念会館２階６号 

(JR 関内駅南口 10 分、みなとみらい線日本大通り駅 1 番出口 1 分) 

 ■主催：島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会 

3.25シュワブゲート前集会に 3500人(沖縄タイムス) 

ゲート前座込みを排除する機動隊(3/16) 
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日米両政府は、高江のヘリパッド建設を急いでいる

ように見える。主な理由は二つ考えられる。一つは

辺野古の埋立て工事が中断を余儀なくされている

ので、高江で成果を示す必要があること。「1072 年

以来最大の返還」（ニコルソン四軍調整官）をアピ

ールできる。もう一つは、米国の大統領選が 11 月

にあり、新大統領就任時（来年１月）には、少なく

とも高江の問題を決着させておきたいこと。辺野古

の埋立てをめぐる法廷闘争もこの時までに決着さ

せて新大統領に政策変更の余地を与えないことも

狙いの中にはあるだろう。 
 さて、高江のヘリパッド問題とは何か。発端は

1996年12月のSACO最終報告。北部訓練場の51％
3,987 ㌶を返還する条件として、返還予定地にある

７基のヘリパッドを移設して６基に集約させる（合

計 21 基になる）、とされた。「沖縄の負担軽減」の

代表事例として日米両政府は宣伝した。 
しかし米軍の狙いは、不要な土地の返還の見返りに

海兵隊 MV22 オスプレイの訓練設備と区域を新た

に確保することにあった。新たに建設される６基の

ヘリパッドは高江の集落を囲むように設置され、オ

スプレイを利用した上陸訓練用に宇嘉川河口部が

新たな訓練区域に追加された。那覇防衛施設局（当

時）が 2007 年にまとめた環境アセス図書では、米

軍は明言しているにもかかわらずオスプレイの使

用を明確に否定し、また新たなヘリパッド設置場所

周辺にノグチゲラの巣穴 35 個など貴重な動植物の

存在が確認されているにもかかわらず、米軍が運用

上の都合を優先して設置場所が決まった経緯が記

されていた。何のことはない、「負担軽減」の宣伝

文句とは裏腹に、世界唯一のジャングル戦闘訓練施

設としての北部訓練場の集約とオスプレイ運用を

前提にした機能強化にその狙いがあったのだ。米海

兵隊の報告書「戦略展望 2025」は「最大で 51％も

の使用不可能な北部訓練場を日本政府に返還し、新

たな訓練場の新設などで土地の最大限の活用が可

能になる」とその狙いを隠さない。その意味では、

老朽化した普天間飛行場の返還の見返りに辺野古

に新たな巨大軍事拠点を築こうという辺野古新基

地建設と高江のヘリパッド新設問題は根っこは同

じと言える。 
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弁護団、安次富浩さん、高里鈴代さん、平和フォ

ーラム、各政党から発言。「これは沖縄以外にも

関係する問題。安倍政権を司法が後押ししてい

る」「沖縄を国家権力の思い通りにする。この流

れの中に山城さんらの長期勾留がある」・・ 
10 時から傍聴券を当てた 22 人が法廷へ。事前

集会終了後も、公園から裁判所前に移動して一部

がバリケードと警備で閉じられた正門に座り込

み、法廷の中まで響けと、全員で歌とアピール。

12 時半ごろに裏門出口にマスコミと支援者が殺

到し傍聴者と弁護団を迎えた。 
再度公園に集合して報告集会。車椅子の島袋文子

さんの姿も。三宅弁護士の発言。「検察は山城さ

んが黙秘しているから接見禁止で保釈も認めな

いと説明した。黙秘権という権利行使を理由に外

に出さないというのは異常。裁判所に判断能力が

ない、検察に全て従えと言っているに等しい。3
人とも無罪を堂々と主張した。無罪の 3 人を取

り戻すために頑張ろう」 
報告集会は 13 時半ごろ散会。遅い昼食を済ませ

て辺野古に向かう。15 時半頃到着。ゲート前は

裁判のため警備が手薄で、資材搬入の動きなし。 
夜の県民広場での第一回公判報告集会は 400 人

参加し国際通りをデモ行進。この日の午後に弁護

団が保釈請求、夜９時過ぎに地裁は保釈を認めた

が不当にも地検が保釈執行停止請求し地裁が保

釈を取りやめ、地検が抗告し高裁の判断待ち。 
３月１８日(土) 
雨が降ったり止んだり。きょうも朝 6 時半過ぎ

にミーティング、7 時から辺野古工事用ゲート前

で座り込み。土曜日は議員行動日。司会は平和市

民連絡会の高里鈴代さん。約 150 人、議員は国

会議員 1 人、県議 10 人、市議数十人全員決意表

明。午前中の資材搬入の動きはなかったが、辺野

古を離れた正午過ぎにごぼう抜きがあり、工事用

車両 7 台が進入した模様。水曜日を除いて、座

込みの手薄な時間帯を狙って、どんどん資材を搬

入している。埋立に使う栗石がシュワブ内にかな

り積み上げられている。生コンプラントの進捗も

気になる。とにかく一人でも多く、座込みへ！ 
 
那覇空港で搭乗直前に辺野古テントから「山城さ

んが保釈されるかもしれない」と一報。半信半疑

で機内でも落ち着かなかったが、羽田に到着する

と、高裁が地検の抗告を棄却して保釈決定の情

報。一安心。それにしても５ヶ月は長かった。そ

の間に防衛局は高江と辺野古の工事を進めた。ま

さに治安維持法下の予防拘禁そのものであり、共

謀罪の先取りだ。 
 

３月１５日（水） 
天気快晴。水曜日の集中行動日。７時頃には続々

と人が集まり約 100 人に。搬入車両の動きなし。 
座込み参加者は9時過ぎから増え始め午後になっ

ても 250 人以上の参加、機動隊も手出しはできな

い。結局終日資材搬入はなかった。 
３月１６日（木） 
曇り空。昨日に続いて 6 時過ぎに辺野古に到着、

キャンプシュワブの工事用ゲート前に座り込む。 
平和フォーラムの全国動員 50 人と「うるま島ぐ

るみ会議」40 人が参加、座込みは約 120 人に。

地元ベテランの大城名護市議が議会報告。平和フ

ォーラムは九州から北海道まで全国各地からの

参加者が紹介され、一言アピールが続く。 
きょうは朝から資材搬入車両が待機していた。９

時頃、機動隊が動き出す。大型の警察車両 2 台が

座込み隊列の前に進入、約 100 人の機動隊員が整

列。腕を組んで座り込む一人一人を力づくで排

除。怒号とシュプレヒコールの中を数十台の車両

が次々と工事用ゲートから入る。 
再び工事用ゲートが閉じられ、座込み再開。北谷、

うるま、沖縄市、読谷の島ぐるみ会議、普天間、

嘉手納爆音訴訟団の発言。高江現地行動連絡会か

らも報告。「高江では監視活動を継続中。これ以

上の森の破壊、人権侵害を許さない」と。ヘリ基

地反対協の安次富浩さんからは本日午前中の翁

長知事の記者会見の報告。「岩礁破砕許可申請を

しないで作業を進めようとする防衛局に抗議し

工事差し止め訴訟を提起した。翁長知事は鹿児島

県知事と違う。現場で頑張ることで知事を奮い起

たせることこそ求められている。」と強調した。 
午前中の座込み行動が終わり、テントで食事して

いる時に突然機動隊が動き出した。慌てて工事用

ゲート前に駆けつけるも機動隊に排除される。座

り込みが 10 数人になった 15 時過ぎにも 3 回目

の排除があり、生コン車 9 台進入。とにかく水曜

日集中行動以外の日はガンガン資材搬入を進め

ている。防衛局の焦りの表れだが、とにかく座込

み参加者を増やすことが求められている。 
３月１７日（金） 
きょうは山城博治さんら 3 人の第１回公判。7 時

過ぎに出て那覇に向かう。22 人の傍聴席の抽選

にマスコミ関係者も含めて約 400 人が並ぶ。９時

過ぎから那覇地裁前の公園で事前集会開始。狭い

公園に人が溢れる(写真)。地裁周辺には昨日まで

高江と辺野古で過剰警備していた機動隊。正門は

バリケードで閉じられ、裁判所職員、警備員、公

安、機動隊が後方で目を光らせる。「こんな異様

な光景は見たこともない」とベテラン弁護士。 

訪沖レポート 

３/15-１８ 
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２/24(金)の夜、「民意より米軍優先の沖縄差別政

策を許すな！オスプレイ撤去！辺野古新基地建設

阻止！2.24 神奈川集会」が神奈川県民センターホ

ールで開かれた。主催は「島ぐるみ会議と神奈川を

結ぶ会」と「基地撤去をめざす県央共闘会議」、神

奈川平和運動センター協賛。沖縄現地が緊迫する中

で、これに呼応し神奈川から改めて声をあげようと

企画された。ホールほぼ満席の 200 人が参加、熱気

あふれる集会となった。会場で呼びかけた「辺野古･

高江現地支援＋座込み派遣基金カンパ」が 123,256
円も集まった。また山城博治さんらの早期釈放を求

める那覇地裁と地検あての要請はがきも完売した。 
集会は、高梨晃嘉・結ぶ会代表世話人の司会で開

会。仲宗根保・代表世話人（鶴見沖縄県人会元幹事

長）からの主催者挨拶に続いて、沖縄から安次富

浩・ヘリ基地反対協共同代表、伊波洋一参議院議員

（元宜野湾市長）の二人が講演した。 
 

安次富浩さんは講演の冒頭、「今日の午後の山城

博治さんらの釈放を求める大集会に 2000 人が集ま

った！」と報告。会場から大きな拍手。「辺野古、

高江、沖縄のいま・・・」と題する 52 コマのパワ

ーポイント映像を駆使して、1997 年 12 月の名護市

民投票まで遡り、名護市長選から名護市議選、県知

事選、衆院選の勝利を経て、昨年の元海兵隊員によ

る女性暴行殺人事件に抗議する闘い、全国 6 都府県

から 500 人の機動隊を動員しての高江オスプレイ

パッド建設強行を阻止する闘い、不当逮捕と弾圧、

国策追随の最高裁判決と辺野古の海上作業の再開

に至る闘いを振り返った。そして「宮古島市長選、

浦添市長選とオール沖縄の候補が連敗し苦しいが、

４月のうるま市長選では必ず勝利したい。私たちの

運動を弱体化しようと弾圧を強めているが、世界の

運動とつながりながら、現場では粘り強く闘ってい

る。私たちは翁長知事を支える。安倍政権によるオ

ール沖縄の分断を許さない。来年は名護市長選挙が

ある。これで負けたらとんでもないことになる。知

事選もある。そこに向けて闘いを強める。私たちの

闘いは苦しい局面にあるが、安倍政権と対峙する沖

縄と連帯して神奈川のみなさんも闘って欲しい」と

力強く呼びかけた。 
 

続いて伊波洋一さんが登壇。伊波さんは「日米軍

事再編と沖縄」のテーマで、戦後の沖縄の米軍基地

の形成の歴史から現在の在沖米軍の現状にも触れ、

世界一危険な普天間基地と「辺野古移設」の経緯を

たどった。在沖海兵隊は 2012 年の日米合意で 9000
人がグアムやハワイ、米本土などへ移転することが

決まっている。2015 年にはアマコスト元米駐日大

使も「沖縄海兵隊は死活的に重要ではない」「沖縄

の反対運動は広範で、これほど高い政治的コストに

比べて海兵隊基地の戦略的価値はどれほどあるの

か」と語っている。にもかかわらず日本政府は「辺

野古移設」にこだわり続けている。さらに伊波さん

は宮古八重山諸島における自衛隊の基地建設につ

いて言及した。アメリカの対中国包囲戦略の中で、

「沖縄を戦場にして中国と戦う」役割を自衛隊に求

めている。陸自の有事即応部隊、ミサイル部隊の奄

美大島、沖縄本島、宮古島、石垣島配備はそのよう

に位置づけられている。伊波さんは「戦争の準備で

はなくて、中国と友好関係を発展させること、尖閣

問題を乗り越えて、中国の平和台頭を日本の平和発

展につなげることころ重要であり、喫緊の課題であ

る」と指摘、「沖縄基地問題は解決されねばならな

い。米軍占領で確保した土地を未だに基地にしてい

る。こんなことは許されない。普天間飛行場を 30
年も継続するのは解決策ではない。国会の場で引き

続き頑張っていきたい」と結んだ。 
二人の沖縄からの訴えに、会場から大きな拍手。 
 
連帯挨拶は神奈川平和運動センターと共謀罪反

対の市民運動から。最後に集会アピール案が辺野古

座込みから戻ったばかりの結ぶ会メンバーから読

み上げられ、大きな拍手で確認された。 
 集会後の交流会には約 30 人が参加。安次富さん、

伊波さんを囲んで交流を深めた。 


